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・ 5月 21日 :使 徒言行録  1:3-11.

『  神の子の帰郷  』

・ 5月 28日 :使 徒言行録  2:1-8。 (9-42)

『  ペ ンテコステ  』
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《 神 の子 の 帰郷  》

天地の造 り主であ り全能の父である神 を信 じることから始 まるのが、キ

リス ト教の信仰です。興味深いのは、神は「地 」ばか りか「 天 」をもお造

りにな りました (創 せ記 1:1 )。 つまり人 も神の “被造物 "で あるとい

う点では人間やる ころと.同 じです。さらに 、天から降って来たキ リストが

“帰郷 "す る場所 もまたそこです (ヨ ハネ福音書 3:13)。 キ リス トが

最後に弟子たちのために、「 居場所 を用意する天の父の家 (ヨ ハネ福音書

1412-3o)」 があるの もやは りそこです。さらに、イエスが最後に弟

子 をiI鯉 えるための 、「私のいる所 (同 14:3b)」 と言及 しているの もそ

こです。何か仏教の “彼岸 "と もよ く似ています。

さて、元マ預言者以上の存在であるイエスが 、 “地上 "で一人の預言者

とヽヽ う扱い を受ける時には、「 故郷 (ナ ザ レ )に 容れられない 」存在と化

します。だからと言 って、ベツレヘムやカファルナウムが 、これ (故′ユ「 )

に取 って代わることはあ りません。

死から甦ったイエスが地上で最後に弟子たちに命 じたのは、「 エルサ レ

ムから離れずに、父なる神の約束 (聖 霊降臨 )を 待つ 」ことで した。

ただ、この数か月前にイエスはエルサ レムに向かって、以下のように嗅

いたことがあ りました。

エルサ レム 、エルサ レム 、預言者逹 を殺 し、自分に適わ された人 々

を石で打 ち殺す者 よ、雌鶏が雛 を羽の下 に集め るよ うに 、私 はお前の

子 らを何度 、集めよ うとした ことか 。だが 、お前逹は應 じようとしな

か った 。見 よ、お前達の家は見捨 てられ る。

(ル カ福音書 13:34-35o,他 )

紀元 70年 にローマ軍の手によってエルサ レムは陥落し神殿は崩壊 しま

す。イエスはそのことを何度 も予言 (警 告 ?)し ました。それで もイエス

はご自身の天′＼の “帰郷 (=昇 天)"の 直前に 、弟子たちにはエルサ レムに

留まることを命 じているのです。神殿崩攘 までに、あと40年 です。

出エジプ トの荒れ野の40年 、バ ビロニアでの捕因が半世紀余 りで した。

さらに、イエスの昇天から、ローマ軍によるエルサ レムの陥落、崩攘まで
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あと40年 に迫 っています。イスラエルの歴史の中に、神が段けた幾つか

の時限措置が見て取れ ます 。神殿崩壊 までの最後の 40年 間でユダヤ教徒

と、キ リス ト教徒 との分離わヾ成立 してぃ くのか もLれ ません。同時に両者

の神殿 を中磁 と Lた 信仰形態は、その崩罐 をもって終焉を迎えることにな

るで しょう。教会はキ リス ト教徒のために神殿の役 目をヨ|き 継 ぐことにな

ります。神 を信 じる信仰に 、もはや巨大な建造物は不要です。

さて、イエスが地上から天へ とネ立 ったのは、「 オリーブ畑 と嗜ばれる

山 」、 すなわちオ リープL[1か らで した。そこはエルサ レム近郊にある出で

す。また、そこは紀元 70年 のローマ軍の攻撃からは免れる場所で もあ り

ました。

オ リープ出から旅立つイエスの姿を弟子たちが日で追 って中空を見上げ

ています。すると、今度はじLJ上 の彼らの横に正体不明の白い衣を着た二人

の人物 (天使 ?)が 出現 して、「 あなた方を離れて天′＼と昇 ったイエスは、

見た通 りの如 くに、再び (天 から戻 って )来 られる」ことを通知 Lま す。

キ リス ト教徒 とは、「 その 日を待 ちつつ 」生きる人生が与えられた存在

なのです。
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《 ペ ンテ コ ステ  》

「 イスラエルの家はみな 、は っき.り と知 らな くてはな りません 。あ

なたがたが十字架につけた この イエ スを、神は主 と L、 またメシア と

な さったのです 」 (使徒言行録 2:36)

これはペ トロの言葉です。そこにいた聰衆とは、五旬祭の 日に、エルサ

レムに居合わせて、天からの大きな物音 を聞いて集まって来ていた人たち

で した。彼 らはペ トロの言葉を聞いて「 大ヽヽに磁 を打たれ 」たことが直後

に記 されています。さて、ここで語られている「 イスラエルの家 」の意味

する内容が 、不明です。とい うの も、物音 を聞いて集 まった人 マとは必ず

しもユダヤ人だけではなかったことが、2章 の 5節 以下にはっきりと記 さ

れているからです。この時ユダヤ人以外に、帰宅命令が出されたわけで も

あ りません。

ペ トロが「 あなたがたが十字架につけたイエス 」とい うのであれば、相

手はユダヤ人 、乃至はローマ人にはぼ限定することは可能です。今度はそ

れらの人 々がペ トロに質問をする番です、「 私たちは何 をなすべ きで しょ

うか ?」 と。

すると、ペ トロはこう答えました、「 悔い改めな さい。めいめい 、イエ

ス・キ リストの名によって洗ネLを 受け、罪 を赦 していただきなさい。そう

すれば 、聖霊の賜物 を受けるで しょう。この約束は…私たちの神である主

が招いて くださる者なら誰にで も、与えられているものなのです 」。

その 日に 、その とお りに した人 マは 3+人 ほどであったと。もちろん イ

エスの処刑 を支持 していた者らも合めて。

これは驚 くべ きことであ り、また決定的なことで した。神の赦 しが、イ

エスの復活後 50日 を経た聖霊降臨の日に 、こうしていとも簡単に成立 し

ていたのです。すでに天に帰ι)れ たイエスはその 日、新たに「 彼 ら (3千

人 )の 主で もあるキ リス ト」になられたので した。

その後 、 100年 ほど続 く、いわゆる原始キ リスト教会の宣教のかたち

が 、ここに見て取れます。かつて、故対者らがイエスを歓理 ヒない 、ただ

それだけの理由で、「 天から火を下 し、焼 き滅ばす (ル カ福音書 9:54
9)」 ことを望んだ弟子たちも、天からの聖霊の大 きな力により、すでに選

を入れかえていたので した。
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